
−1−

第
五
回
長
崎
学
公
開
講
座

第
一
部
発
表
要
旨

長
崎
の
主
な
行
事
食

～
先
人
の
知
恵
か
ら
学
ぶ
～

脇
山
　
順
子

一
、
正
月

　

先
ず
、
年
少
者
か
ら
年

長
者
に
回
し
て
お
屠
蘇
を

い
た
だ
き
、無
病
息
災
や
不

老
長
寿
を
祈
願
す
る
。
祝
い

肴
は
子
孫
繁
栄
の
数
の
子
、　
　

五
穀
豊
穣
の
田
作
り
、
不
老

長
寿
の
黒
豆
で
あ
る
。

長崎雑煮

　

長
崎
雑
煮
は
焼
き
飛
魚

（
あ
ご
）と
昆
布
を
一
晩
水
に

浸
け
、翌
朝
に
出
汁
を
取
る
。

大
き
な
雑
煮
椀
に
茹
大
根

を
敷
き
、餅
を
の
せ
る
。
下

煮
し
た
鶏
肉
、塩
鰤
、紅
白
蒲

鉾
、昆
布
巻
、里
芋
、牛
蒡
、蓮

根
、椎
茸
、凍
り
豆
腐
、唐
人

菜
を
彩
り
よ
く
盛
る
。
塩
、

淡
口
醤
油
、酒
で
味
を
つ
け

た
熱
い
汁
を
注
ぎ
、へ
ぎ
柚

子
を
添
え
て
蓋
を
す
る
。
唐

人
菜
は
名
を
上
げ
る
よ
う
に

と
、一
番
上
に
の
せ
る
。
名

を
残
せ
る
よ
う
に
と
、唐
人

菜
を
少
し
残
す
こ
と
も
あ

る
。餅
は
望（
も
ち
）に
通
じ
、

歳
の
数
だ
け
食
べ
る
の
が
通

説
。
海
、山
、畑
に
恵
ま
れ
て

い
る
長
崎
な
ら
で
は
の
雑
煮

は
バ
ラ
ン
ス
が
よ
い
。

　

な
お
出
汁
や
具
は
各
家
に

よ
っ
て
異
な
る
。

　

紅
さ
し
の
南
蛮
漬
け
は
ひ

め
じ
と
い
う
紅
色
魚
の
え
ら

と
内
臓
を
除
き
、
一
夜
干
し

に
し
、
丸
の
ま
ま
揚
げ
て
南

蛮
酢
に
浸
け
、
骨
ご
と
食
べ

る
。
南
蛮
は
、
長
崎
に
渡
来

し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
か
ら
も

た
ら
さ
れ
た
料
理
の
総
称
で

油
、
唐
辛
子
、
ね
ぎ
を
使
う
。

　

伊
達
巻
は
、
長
崎
で
は
カ

ス
テ
ラ
蒲
鉾
と
い
う
。
江
戸

に
渡
り
伊
達
巻
と
称
す
る
。

巻
き
物
に
準
じ
学
業
成
就
や

反
物
を
重
ね
和
服
の
調
達
を

願
う
。

二
、
節
分

　

大
豆
は
魔
目（
ま
め
）や
魔

滅（
ま
め
）に
通
じ
、
歳
の
数

だ
け
食
べ
る
。
子
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
を
願
い
、
縁
起

の
よ
い
料
理
を
並
べ
る
。

　

金
頭
（
か
な
が
し
ら
）
は

長
崎
の
方
言
で
「
が
っ
つ
」

（
ほ
う
ぼ
う
）
と
い
う
。
煮

付
け
に
す
る
が
、
骨
が
多
く

子
ど
も
に
は
食
べ
難
い
。
上

手
に
む
し
る
と
、
猫
ま
た
ぎ

と
か
、
金
持
ち
に
な
る
と
褒

め
ら
れ
る
。

　

百
尋
（
ひ
ゃ
く
ひ
ろ
）
は

鯨
の
小
腸
を
塩
漬
け
し
、
茹

で
た
も
の
。
薄
切
り
に
し
て

二
杯
酢
で
食
す
る
。
長
崎
で

は
鯨
の
こ
と
を
勇
魚
（
い
さ

な
）
と
い
う
。
尋
と
は
両
手

を
左
右
に
伸
ば
し
た
長
さ
で

約
一
・
八
ｍ
。
心
の
広
い
人

に
な
る
こ
と
を
願
う
。

　

長
崎
で
は
や
り
い
か
の
こ

と
を
尺
八
い
か
と
い
う
。
米

な
ど
を
詰
め
て
貯
え
が
出
来

る
こ
と
を
願
う
。

　

紅
大
根
は
長
崎
で
は
鬼
の

手
大
根
と
い
う
。
鬼
よ
り
も

強
い
子
ど
も
に
な
る
こ
と
を

願
う
。
酢
の
も
の
に
す
る
と

美
し
い
鮮
紅
色
に
な
り
、ア
ン

ト
シ
ア
ニ
ン
色
素
は
目
の
疲

れ
や
視
力
回
復
に
役
立
つ
。

三
、
ひ
な
祭
り

　

女
の
子
の
健
や
か
な
成
長

と
幸
せ
を
願
い
、
雛
人
形
と

桃
の
花
を
飾
り
、
白
酒
を
添

え
る
。
彩
り
の
美
し
い
料
理

を
食
卓
に
並
べ
る
。

　

摘
ん
で
き
た
よ
も
ぎ
の
新

芽
を
搗
き
込
ん
で
ふ
つ
餅
に

す
る
。
長
崎
で
は
よ
も
ぎ
の
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こ
と
を
ふ
つ
と
い
う
。
き
な

粉
を
添
え
る
。

　

ひ
な
祭
り
の
起
源
と
さ
れ

る
中
国
の
上
巳（
じ
ょ
う
し
）

の
節
句
で
は
、桃
の
種
か
ら

作
っ
た
薬
湯
を
飲
む
習
慣
が

あ
っ
た
。
中
で
も「
桃
は
不
老

不
死
の
果
物
で
あ
り
、
桃
を

使
っ
た
長
寿
を
願
う
風
習
」

が
伝
わ
り
、カ
ス
テ
ラ
と
融
合

さ
せ
る
こ
と
で
縁
起
の
よ
い

桃
カ
ス
テ
ラ
が
誕
生
す
る
。

桃カステラ

四
、
端
午
の
節
句

　

男
の
子
の
成
長
と
武
勇
伝

を
期
待
し
、
邪
気
払
い
の
菖

蒲
を
尚
武
（
し
ょ
う
ぶ
）
に

か
け
て
豪
快
な
料
理
を
食
卓

に
並
べ
る
。

　

鯛
麵
は
茹
で
た
素
麺
の
上

に
鯛
の
姿
煮
を
丸
ご
と
の
せ
、

錦
糸
卵
や
青
し
そ
、
紅
生
姜

を
彩
り
よ
く
散
ら
し
、
豪
華

さ
を
表
わ
す
。

　

柏
餅
は
、
柏
の
葉
は
新
芽

が
出
な
い
と
古
い
葉
が
落
ち

な
い
か
ら
子
孫
が
絶
え
な
い

と
い
う
縁
起
物
で
あ
る
。

　

唐
あ
く
ち
ま
き
は
唐
あ
く

を
溶
か
し
た
温
湯
に
も
ち
米

を
浸
し
、さ
ら
し
袋
に
詰
め
て

茹
で
る
。
布
を
切
り
開
く
と
、

べ
っ
甲
色
に
出
来
上
が
っ
て

い
る
。
唐
あ
く
の
独
特
の
匂

い
と
粘
り
が
特
徴
。
砂
糖
や

き
な
粉
を
添
え
る
。
食
べ
る

時
は
糸
を
交
差
し
て
切
る
。唐あくちまき

五
、
盂
蘭
盆

　

仏
さ
ま
を
客
人
と
し
て
お

迎
え
す
る
の
で
毎
回
の
食
事

や
茶
受
け
に
は
動
物
性
食
品

を
使
わ
な
い
精
進
料
理
で
趣

向
を
凝
ら
す
。
鼻
団
子
を
作

り
、迎
え
団
子
に
き
な
粉
、送

り
団
子
に
小
豆
餡
を
添
え
る
。

　

お
盆
が
終
わ
っ
た
十
六
日

は
精
進
落
と
し
を
す
る
。
鶏

肉
を
冬
瓜
や
木
耳
と
一
緒
に

煮
る
。
旅
立
っ
た
者
の
無
事

を
祈
る「
あ
と
に
ぎ
や
か
し
」

と
も
い
う
。

六
、
長
崎
く
ん
ち

　

キ
リ
シ
タ
ン
対
策
は
、
長

崎
町
民
を
氏
子
に
し
て
祭
り

を
盛
大
に
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
く
ん
ち
の
三
日
間
は
、

町
中
が
し
ゃ
ぎ
り
の
音
で
賑

わ
い
、
祭
り
気
分
に
浸
り
、

赤
飯
や
更
紗
汁
、
煮
し
め
、

ざ
く
ろ
な
ま
す
、
甘
酒
、
菊

酒
で
祝
う
。

　

更
紗
（
さ
ら
さ
）
汁
は
豆

腐
や
紅
白
蒲
鉾
、
竹
輪
や
ね

ぎ
の
彩
り
を
イ
ン
ド
更
紗
に

見
立
て
た
味
噌
汁
で
あ
る
。

　

甘
酒
は
米
麹
の
発
酵
食

品
。
血
行
を
よ
く
し
、
新
陳

代
謝
を
促
し
、
疲
労
回
復
や

健
康
維
持
に
効
力
を
発
揮
す

る
。
く
ん
ち
で
消
耗
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
補
給
に
は
欠
か
せ

な
い
飲
み
物
で
あ
る
。

七
、
お
わ
り
に

　

一
年
間
の
行
事
食
を
全
て

述
べ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ

た
が
、
先
人
は
多
彩
な
行
事

食
を
食
べ
る
こ
と
で
人
生
に

メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
い
る
こ

と
が
よ
く
わ
か
る
。
そ
の
こ

と
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る

た
め
に
食
材
の
集
め
方
や
料

理
の
作
り
方
、食
べ
方
、残
飯

の
保
存
の
仕
方
な
ど
に
も
こ

だ
わ
り
、
親
が
手
本
に
な
っ

て
よ
く
教
示
し
て
い
る
。「
見

よ
う
！　

真
似
よ
う
！
」
と

は
よ
く
い
っ
た
も
の
だ
と
痛

感
す
る
。

第
六
回
長
崎
学
公
開
講
座

第
一
部
発
表
要
旨

長
崎
の
盆
行
事

野
田
　
和
弘

　
「
盆
」
と
い
う
言
葉
は
「
盂

蘭
盆（
ウ
ラ
ボ
ン
）」
の
省
略

で
あ
る
。盂
蘭
盆
会
行
事
は
、

日
本
に
は
既
に
七
世
紀
前
半

頃
に
は
伝
わ
り
、
そ
の
後
日

本
中
で
行
わ
れ
て
き
た
。

　

こ
こ
で
は
、
江
戸
時
代
の

長
崎
に
お
け
る
盆
行
事
に
つ

い
て
、寛
政
九
年（
一
七
九
七
）

に
野
口
文
龍
が
編
纂
し
た

『
長
崎
歳
時
記
』（『
長
崎
県
史

資
料
編
四
』
所
収
、以
下
『
歳

時
記
』
と
略
）
と
『
長
崎
市

史
風
俗
編
上
』（
長
崎
市
・

大
正
一
四
年
刊
）
を
主
に
参

考
に
し
て
述
べ
て
み
た
い
。

迎
え
灯
籠
・
精
霊
棚

　

盆
行
事
は
七
月
一
日
か
ら

始
ま
る
。
こ
の
日
か
ら
各
家

で
は
先
祖
の
霊
を
迎
え
る
た

め
、
軒
先
な
ど
に
灯
籠
を
か

か
げ
た
。

　

一
三
日
に
は
座
敷
に
精
霊

棚
を
作
り
、
菰
を
敷
き
、
仏

間
の
位
牌
を
移
し
て
並
べ

た
。
ま
た
此
の
夜
の
丑
の
刻

（
午
前
二
時
頃
）
に
先
祖
の

霊
が
家
々
に
帰
っ
て
く
る
の

で
、
家
の
前
に
紋
灯
籠
を
掲

げ
、
精
霊
棚
に
は
団
子
、
に

し
め
等
を
供
え
た
。

墓
参
り

　

初
盆
の
家
は
一
三
日
か

ら
、他
の
家
は
一
四
日
か
ら
墓

ま
い
り
に
行
く
。『
歳
時
記
』

で
は「
数
十
の
燈
篭
を
点
し
、

塔
前
に
は
西
瓜
団
子
に
し
め

等
を
供
し
て
」
と
あ
り
、
墓

前
に
も
食
べ
物
を
供
え
た
。

「
墓
参
図
」（
部
分
）『
長
崎
古
今
集
覧
名

勝
図
絵
』
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
収
蔵

　

更
に
「
下
賤
の
者
あ
る
ひ

は
墓
所
に
て
酒
宴
を
催
し
、

拳
な
ど
し
て
賑
わ
ふ
も
の
あ

り
、
ま
た
児
輩
は
塔
前
に
て

音
火
矢
花
火
を
あ
げ
て
た
の

し
み
と
す
」
と
あ
る
。

　

墓
で
の
花
火
は
今
で
も
子

供
達
の
楽
し
み
だ
が
、
江
戸

時
代
は
大
人
達
が
墓
で
宴
会

を
や
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

三
味
線
を
鳴
ら
す
者
ま
で
い

た
。
さ
す
が
に
不
謹
慎
と
い

う
こ
と
で
、
奉
行
所
は
墓
で

の
宴
会
を
た
び
た
び
禁
止
し



長 崎 学 レ ポ ー ト 第 ９ 号

−3−

て
い
る
が
、
飲
食
の
風
習
は

続
い
た
。

　

安
政
五
年（
一
八
五
八
）か

ら
長
崎
で
コ
レ
ラ
が
蔓
延
し

た
。
医
学
伝
習
所
の
教
官
で

あ
っ
た
ポ
ン
ペ
は
、
長
崎
奉

行
岡
部
駿
河
守
に
防
疫
の
た

め
墓
で
の
飲
食
の
禁
止
を
進

言
し
、
安
政
六
年
七
月
奉
行

は
、
墓
で
の
飲
食
禁
止
令
を

発
令
し
た
。

　

墓
で
は
提
灯
を
墓
前
に
点

灯
す
る
。『
長
崎
名
勝
図
絵
』

で
は
、
一
墓
所
に
三
〇
と
か

四
〇
と
か
で
あ
る
が
、
初
盆

の
家
で
は
親
戚
や
知
人
か

ら
提
灯
が
贈
ら
れ
る
か
ら

一
〇
〇
を
超
す
こ
と
が
あ
る

と
書
か
れ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
長
崎
の
町
を
取

り
巻
く
山
の
斜
面
に
あ
る
墓

に
掛
け
ら
れ
た
、
夥
し
い
数

の
提
灯
の
灯
り
は
、
旅
人
な

ど
に
大
変
強
い
印
象
を
与
え

た
と
み
え
、
種
々
の
記
録
に

記
さ
れ
て
い
る
。
長
崎
の
オ

ラ
ン
ダ
人
や
中
国
人
達
も
多

く
の
記
述
を
残
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
天
保
一
三
年

（
一
八
四
二
）長
崎
奉
行
柳
生

伊
勢
守
は
、灯
籠
の
数
が
多
す

ぎ
る
、夜
遅
く
ま
で
点
灯
す
る

な
と
の
訓
令
を
発
令
し
た
。

　

そ
の
後
こ
れ
ほ
ど
細
か
い

規
制
は
出
さ
れ
な
か
っ
た

が
、
花
火
の
使
用
に
つ
い
て

は
火
災
や
事
故
も
あ
り
度
々

厳
し
く
禁
止
さ
れ
た
。

精
霊
流
し

　

七
月
一
五
日
丑
の
刻
か
ら

精
霊
流
し
が
始
ま
る
。
精
霊

流
し
の
起
源
に
は
諸
説
あ
り

定
か
で
は
な
い
。

　
『
歳
時
記
』
で
は
、
昔
は

精
霊
棚
の
供
物
を
菰
に
包
み

そ
の
ま
ま
海
に
流
し
て
い
た

が
、中
島
聖
堂
の
学
頭
で
あ
っ

た
盧
草
拙
が
、
藁
で
船
を
作

り
海
に
流
し
た
。
こ
れ
を
見

て
他
の
人
々
も
船
を
作
る
よ

う
に
な
っ
た
と
あ
る
。

　

文
化
一
一
年（
一
八
一
四
）

に
中
岡
益
が
編
纂
し
た
『
瓊

浦
通
』（
長
崎
歴
史
文
化
博

物
館
収
蔵
）
で
は
盧
草
拙
の

話
を
述
べ
た
あ
と
、
唐
人
達

が
行
っ
て
い
た
彩
船
流
し
が

元
に
な
っ
た
と
あ
る
。

　

船
の
作
り
方
は
『
歳
時

記
』で
は「
竹
を
た
わ
め
て
船

を
造
り
其
の
上
を
わ
ら
菰
に

て
包
む
、
又
帆
柱
を
た
て
紙

を
つ
ぎ
て
帆
と
す
」と
あ
る
。

　

更
に
船
に
は
種
々
の
灯
籠

を
灯
し
、
供
物
を
載
せ
て
海

に
流
し
た
。
一
般
の
家
で
は

近
隣
や
町
内
も
や
い
で
、
一

間
か
ら
二
間
余
り
の
大
船
を

造
る
と
あ
る
。

　

幕
末
に
は
、
精
霊
船
に
火

を
付
け
て
流
す
事
が
盛
ん
に

行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
港
内
に

停
泊
し
て
い
る
船
に
は
非

常
に
危
険
な
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
の
た
め
安
政
二
年

（
一
八
五
五
）
長
崎
奉
行
荒

尾
石
見
守
は
、
精
霊
流
し
の

船
に
火
を
付
け
て
流
す
こ
と

を
固
く
禁
じ
た
。

「精霊流図」『長崎名勝図絵稿本』
長崎歴史文化博物館収蔵

彩
船
流
し

　

精
霊
流
し
の
起
こ
り
と
も

言
わ
れ
て
い
る
彩
船
流
し
は

唐
人
屋
敷
の
行
事
で
あ
る
。

彩
船
流
し
は
流
れ
観
請
と
も

呼
ば
れ
、
小
流
し
と
大
流
し

が
あ
っ
た
。

　

小
流
し
と
は
、
航
海
中
嵐

に
遭
っ
た
唐
船
が
、
長
崎
に

無
事
入
港
出
来
る
と
、
そ
の

お
礼
と
し
て
行
わ
れ
た
。
長

さ
二
間
ほ
ど
の
唐
船
の
模
型

を
造
り
、
広
馬
場
の
前
の
海

岸
で
焼
い
た
。

　

大
流
し
は
本
格
的
で
、航

海
中
や
唐
人
屋
敷
に
滞
在
中

に
死
亡
し
た
中
国
人
達
の
人

数
が
、四
、五
〇
年
も
経
つ
と

合
せ
て
一
〇
〇
人
を
超
え
、

唐
船
一
隻
分
の
乗
組
員
の
数

と
な
り
、ま
た
船
主
か
ら
水

夫
ま
で
の
全
て
の
役
割
が
揃

う
と
、大
流
し
が
行
わ
れ
た
。

　

長
さ
四
間
余
の
唐
船
を
造

り
彩
色
を
施
し
、
帆
も
船

具
も
実
際
通
り
に
取
り
付

け
、
全
乗
組
員
の
人
形
や
荷

物
の
模
型
を
積
み
込
み
、
唐

館
前
の
波
止
場
か
ら
船
を
出

し
た
。
船
は
曳
き
船
に
曳
か

れ
、
白
洞
（
現
在
の
神
崎
辺

り
）
で
焼
か
れ
た
。

　

長
崎
の
盆
行
事
は
鎖
国
時

代
長
崎
が
、
唯
一
中
国
人
と

の
直
接
交
流
が
あ
っ
た
た

め
、
墓
で
の
飲
食
や
花
火
、

精
霊
流
し
な
ど
、
中
国
の
影

響
が
特
に
強
く
見
ら
れ
る
。

「彩船流図」（部分）『川原慶賀筆唐館図絵巻』
長崎歴史文化博物館収蔵

第
五
回
長
崎
学
公
開
講
座

第
二
部
発
表
要
旨

長
崎
居
留
地
の
誕
生

野
田
　
和
弘

　

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

日
米
修
好
通
商
条
約
が
締

結
さ
れ
た
。
第
三
条
に
外
国

人
居
留
地
に
関
す
る
事
項
が

規
定
さ
れ
、
居
留
地
の
場
所

は
、
各
開
港
地
で
決
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
長
崎
で

は
大
浦
湾
を
埋
め
立
て
る
こ

と
と
な
り
、
造
成
に
つ
い
て

長
崎
奉
行
と
各
国
の
領
事
達

で
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
。

　

さ
て
長
崎
の
地
役
人
で

あ
っ
た
浜
武
家
に
古
図
面

（
図
１
）
が
あ
っ
た
。
こ
れ

は
長
崎
奉
行
所
が
作
成
し
た

居
留
地
造
成
の
計
画
図
で
、

当
時
埋
立
て
工
事
の
担
当
者

で
あ
っ
た
浜
武
治
兵
衛
が
写

し
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
図
面
は
現

在
の
居
留
地
跡
と
は
全
く

違
っ
て
い
る
。
新
し
く
出
来

る
大
浦
川
を
、
梅
香
崎
側
に

大
き
く
曲
げ
、
東
山
手
や
南

山
手
側
の
丘
も
含
ま
れ
て
い

な
い
。
即
ち
幕
府
側
の
計
画

は
、大
浦
川
を
境
界
線
と
し
、

居
留
地
を
長
崎
の
市
街
地
と

は
っ
き
り
分
け
、埋
立
地
の

み
に
限
定
す
る
こ
と
で
あ
っ
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た
。
要
す
る
に
第
二
の
出
島

化
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
当
時
の
長

崎
英
国
領
事
館
に
も
、
英
国

側
が
作
成
し
た
埋
立
計
画
図

が
あ
っ
た
（
図
２
）。
こ
れ

は
ま
さ
し
く
実
際
に
完
成
し

た
居
留
地
と
同
じ
で
あ
る
。

　

各
国
領
事
団
は
幕
府
側
の

計
画
に
反
対
し
、
彼
ら
の
案

を
幕
府
に
認
め
さ
せ
た
の
で

あ
る
。

図１「梅ヶ崎新地築立略図」（部分）
長崎歴史文化博物館収蔵

図２「英国領事館埋立計画図」菱谷武平/出島研究会責任編集
『長崎外国人居留地の研究』（九州大学出版会1988）から引用

第
六
回
長
崎
学
公
開
講
座　

第
二
部
発
表
要
旨

長
崎
の
黄
檗
寺
院
建
築

村
田
　
明
久

　

黄
檗
様
の
建
築
は
隠
元
が

開
創
し
た
本
山
万
福
寺
の
伽

藍
の
よ
う
に
、
山
門
―
天
王

殿
―
仏
殿
（
大
雄
宝
殿
）
―

法
堂
が
一
直
線
に
並
ぶ
。
ま

た
土
間
、
礎
盤
、
黄
檗
天
井
、

彩
色
、
丸
窓
、
宝
珠
、
詰
組

な
ど
の
造
作
意
匠
が
あ
る
。

　

末
寺
の
聖
福
寺
は
、
天
王

殿
―
仏
殿
を
主
軸
に
、
左
に

禅
堂
・
鐘
楼
、
右
に
方
丈
を

配
し
、
ど
れ
も
広
場
側
に
黄

檗
天
井
が
あ
る
。

　

長
崎
の
三
福
寺
は
、さ
ら
に

古
く
、唐
僧
な
ど
に
よ
る
開

創
、中
国
の
工
匠
が
渡
来
、明

代
の
建
築
が
導
入
さ
れ
た
。

　

三
福
寺
は
、
も
と
も
と
道

教
の
船
神
媽
祖
を
祀
る
祠
堂

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
先
祖

の
供
養
や
長
崎
な
ど
で
亡

く
な
っ
た
仲
間
を
弔
う
た

め
、
釈
迦
像
を
祀
る
仏
殿
や

庫
裏
、
山
門
な
ど
が
建
立
さ

れ
、
次
第
に
寺
院
と
し
て
の

体
裁
を
整
え
て
行
っ
た
。

　

福
済
寺（
一
六
二
八
年
開

創
）は
、鐘
楼
、観
音
堂
、庫

裡
、仏
殿
、開
山
堂
が
並
置

し
、こ
の
う
ち
仏
殿
の
前
に
天

王
殿（
弥
勒
堂
）・
護
法
堂
の

門
、
観
音
堂
の
前
に
大
観
門

を
配
し
二
軸
を
形
成
し
た
。

原
爆
に
よ
る
火
災
で
全
焼
、

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
に
再

現
模
型
（
写
真
）
が
あ
る
。

 　

崇
福
寺
（
一
六
二
九
年
開

創
）
は
、三
門
か
ら
唐
門
（
四

手
先
三
葉
栱
の
詰
組
）
に
入

る
と
、
崖
側
に
護
法
堂
、
鐘

鼓
楼
が
あ
り
、
山
側
に
仏
殿

と
開
山
堂
、
媽
姐
門
と
媽
姐

堂
が
二
軸
を
形
成
す
る
。

　

興
福
寺
（
一
六
二
〇
年
開

創
）
は
、
三
福
寺
の
中
で
開

創
が
早
く
、
規
模
が
大
き

い
。
当
初
は
右
側
か
ら
入
り

下
段
に
媽
姐
堂
、
上
段
に
仏

殿
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
左

側
に
山
門
、
右
に
入
る
と
鐘

鼓
楼
、
正
面
広
場
山
側
に
仏

殿
、
そ
の
左
奥
に
媽
姐
堂
が

並
置
し
て
い
る
。

法
人
会
員
紹
介

小
野
原
本
店

長
崎
市
築
町
三
番
二
三
号小野原本店

　

小
野
原
本
店
は
安
政
六
年

（
一
八
五
九
）初
代
甚
右
衛

門
が
カ
ツ
オ
船
主
体
の
漁
業

と
海
産
物
商
を
創
業
し
た
こ

と
に
始
ま
り
ま
す
。
二
代
目

善
蔵
は
カ
ツ
オ
漁
を
や
め
、

か
ら
す
み
を
主
体
と
す
る
海

産
物
事
業
に
専
念
、「
か
ら
す

み
の
小
野
原
」と
し
て
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

か
ら
す
み
作
り
は
、
全
て

の
工
程
が
手
作
業
で
す
。
ボ

ラ
の
卵
巣
を
傷
つ
け
な
い
よ

う
慎
重
に
取
り
出
し
、
血
抜

き
の
作
業
を
行
い
ま
す
。
こ

の
作
業
を
丁
寧
に
行
う
こ
と

で
、
ボ
ラ
独
特
の
臭
み
が
無

く
な
り
ま
す
。
そ
の
後
樽
で

塩
漬
け
を
行
い
、
塩
抜
き
の

工
程
を
経
て
天
日
で
ひ
と
月

弱
ほ
ど
乾
燥
さ
せ
て
完
成
さ

せ
ま
す
。
こ
の
丁
寧
な
作
業

と
、
小
野
原
家
六
代
で
培
っ

て
き
た
技
が
、
か
ら
す
み
の

旨
さ
を
作
る
の
で
す
。

　

い
つ
の
時
代
も
美
味
し
く

食
べ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
現
在
は
薄
味
に
仕
上
げ

て
い
ま
す
。
ま
た
か
ら
す
み

を
そ
ぼ
ろ
に
し
て
パ
ス
タ
に

使
用
し
た
り
、
か
ら
す
み
の

オ
イ
ル
漬
け
を
販
売
す
る
な

ど
新
し
い
食
べ
方
も
提
案
し

て
い
ま
す
。

　

小
野
原
本
店
の
建
物
は
、

大
正
時
代
に
建
築
さ
れ
た
黒

漆
喰
の
商
家
建
築
で
、
内
壁

は
煉
瓦
に
よ
る
防
火
壁
、
二

階
は
鉄
扉
と
す
る
な
ど
の
防

火
対
策
が
と
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
原
爆
で
の

焼
失
も
免
れ
ま
し
た
。
文
化

庁
有
形
文
化
財
に
登
録
さ

れ
、
小
野
原
本
店
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

からすみの天日干し


